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M.ヴェ-バーの ｢プロテスタンティズム
の倫理と資本主義の精神｣(十一｣






























































































24 経 営 と 経 済
この場合,一万の他方に対する作用がどのようであるか,そしてどの程度
000 0●










































































































































や説教が, - 『勧告 (consilia)』集や 『良心問題 (casusconscientiae)』集
●
等を一見すれば直ちに分かるように - ,近代人としてのわれわれには,も












この場合,｢経済的 日常生活の諸々の実践原理｣が,また,ヴ ェ- バ ーが
フランクリンのうちに見出した ｢倫理的色彩をもつ実践原理 という生活基
























































30 経 営 と 経 済
っとも,この場合,カルヴィニズムから生成してきたイギリスの清教主義が
天職理念 (Berufsidee)を最も首尾一貫して基礎づけていることを考え,わ






















会議の擁護者であ り,そ してまた - 当時の最良の精神的指導者たち

































32 経 営 と 経 済
｢- なお,バクスターのこの書物 との比較 という形で, ドイツの敬慶主





































































































命じられたもの (Berufung)を 『実行する (festmachen)』には,無限に短
かくかつ貴重である｡他人との交際や無駄なお喋 りや賛沢による時間の損失










































































































































































































｢(これに対 して - 笠原)ルターの場合には,われわれがすでにみたよ
うに,所与の身分 と職業 とへの人々の配置は客観的で歴史的な秩序から生じ
るものであり,それは,神の意志から直接に生じたものなのである｡したが
って,(ルターの場合には, 一 笠原)神が個々の人間に割 り当て給うた地
●●○●●○●○




































































間をも知ることがない｡ ･･それゆえに,安定 した天職 (『確かな天職























































































































































































































































































































































56 経 営 と 経 済
されうるものである｡
ヴェ-バーによれば,旧約聖書に関しては,以上に述べられたこと以外に,
さらに,とりわけ,｢自分たちは神によって選ばれた民である｣という信念
が忘れられてはならない｡この信念は,清教主義信徒によっても抱懐された
のであり,清教主義信徒としての市民とりわけ資本主義の英雄時代の代表者
達にみられる性格を生み出すよう作用したのである｡
ヴェ-バーはいう｡
｢旧約聖書の規範を生活において貫徹 させればどのような性格学的
(charakterologisch)結果が生じることになるかを示すことは, - これは
とても魅力的な問題なのだが,このような問題は,これまで,ユダヤ教につ
いてすら答えられていない - この素描のなかでは不可能であろう｡上に簡
単に述べたこと以外で,清教主義信徒の内面的な態度の全体 (Gesamthabi-
tus)にとって問題になるのは,とりわけ,自分たちは神によって選ばれた
氏 (dasauserw畠hlteYolkGottes)であるという信念 (Glaube)が,清教主
義信徒のうちに大きく復活したこと,これである｡穏健なバクスターでさえ,
神がバクスターを,この世において,他ならぬイギリスという国のしかも真
の教会のうちに生まれさせ給うたことを,神に感謝しているのであるが,こ
のような神の恩寵により自らが完壁な老となりえたことへの感謝の念は,清
教主義信徒としての市民の生活基調 (Lebensstimmung)のうちに浸透し,
資本主義のあの英雄時代の代表者たちに特有であった形式主義的に正確で強
固な性格を生み出す原因となったのである｡｣(SS.181-183.)
